
2
0
2
1
年
4
月
1
日

厚
生
労
働
省

老
健
局

今
後
の
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て

社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
（
第
9
3
回
）

資
料
１

令
和
４
年
5
月
1
6
日



2

○
前
回
の
制
度
改
正
に
向
け
た
本
部
会
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
2
0
4
0
年
へ
の
備
え
と
い
う
観
点

か
ら
、

・
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
（
健
康
寿
命
の
延
伸
）

・
保
険
者
機
能
の
強
化
（
地
域
保
険
と
し
て
の
地
域
の
つ
な
が
り
機
能
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強
化
）

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
（
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
の
提
供
・
整
備
）

・
認
知
症
施
策
の
総
合
的
な
推
進

・
持
続
可
能
な
制
度
の
構
築
・
介
護
現
場
の
革
新

を
主
な
柱
と
し
て
、
制
度
見
直
し
に
向
け
た
報
告
を
行
っ
た
。

○
次
期
制
度
改
正
に
向
け
て
は
、
2
0
4
0
年
に
向
け
て
生
産
年
齢
人
口
が
急
減
し
、
8
5
歳
以
上
人
口
が
急

速
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

・
2
0
2
5
年
に
向
け
て
構
築
を
図
っ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
更
に
深
化
・
推
進
す
る
と
と
も
に
、

・
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
大
と
労
働
力
の
制
約
へ
の
対
応
を
両
立
さ
せ
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

と
い
う
視
点
に
基
づ
き
つ
つ
、
過
去
の
部
会
報
告
や
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
で
の
論
点
、
前
回
の

部
会
で
の
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、
例
え
ば
次
頁
に
掲
げ
る
よ
う
な
点
に
つ
い
て
順
次
議
論
す
る
こ
と
と
し

て
は
ど
う
か
。

検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
①
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当
面
検
討
を
行
う
論
点

◎
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進

・
在
宅
・
施
設
を
通
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
、
住
ま
い
と
生
活
の
一
体
的
な
支
援

・
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
、
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
取
組
の
推
進

・
認
知
症
施
策
、
家
族
を
含
め
た
相
談
支
援
体
制

・
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
や
社
会
参
加
活
動
の
充
実

・
保
険
者
機
能
の
強
化

◎
介
護
人
材
の
確
保
、
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
の
推
進

◎
給
付
と
負
担

◎
そ
の
他
の
課
題

※
検
討
項
目
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
議
論
に
応
じ
て
見
直
す
。

検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
②


